
積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？

（級数 1+1
2
+ 1
3
+⋯+ 1

n
+⋯ の応用）応用）

積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）ように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？しずつずらしながら、積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？んだことがありますか？

この応用）とき、少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？しでもバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっれると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっれてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっがつくと思います。それではうまくバランスをたもっいます。それではうまくバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっを少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？たもバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっっ
たまま、どの応用）くらいの応用）長さまではり出すことができると思いますか？以下ではこれについて考えてみたいと思いまさまではり出すことができると思いますか？以下ではこれについて考えてみたいと思いますことができると思います。それではうまくバランスをたもっいますか？以下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？ではこれに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？ついて考えてみたいと思いまえてみ木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？たいと思います。それではうまくバランスをたもっいま
す。

（考えてみたいと思いまえ方）初めに枚数をめに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？枚数を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？ 2枚として考えてみたいと思いまえます。順にに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？ 1枚ずつ増やしていきます。そのとき上の方に積み上げていやしていきます。その応用）とき上の方に積み上げていの応用）方に少しずつずらしながら、積んだことがありますか？積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？上の方に積み上げていげてい
くと、せっかくバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっを少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？保っていた積み木が崩れてしまうので、積み木は下に滑り込ませるようにしていきます。っていた積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？が崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっれてしまうの応用）で、積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？は下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？に少しずつずらしながら、積んだことがありますか？滑り込ませるようにしていきます。り込ませるようにしていきます。ませるように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？していきます。
そうして上の方に積み上げていの応用）もバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっの応用）との応用）バランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっを少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？とっていくことに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？しましょう。以下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？で用いる知識は重心のつり合いです。今の場合は重心のつり合いです。今の場合の応用）つり合いです。今の場合いです。今の場合の応用）場合いです。今の場合
は力が垂直方向に働くことから、重心の計算は、（支点からの距離）が垂直方向に働くことから、重心の計算は、（支点からの距離）に少しずつずらしながら、積んだことがありますか？働くことから、重心の計算は、（支点からの距離）くことから、重心のつり合いです。今の場合の応用）計算は、（支点からの距離）は、（支点からの距離）からの応用）距離）×（重さ）の応用）和と表すことができます。と表すことができます。すことができます。

簡単のため、積み木の幅はの応用）ため、積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）幅はは 1 とし、重さもバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっ 1 とします。また、積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）枚数が全部でで n枚の応用）とき、下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？から 2段目
の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？が一番下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）右端からから xn−1 だけはりだすとします。

考えてみたいと思いまえ方の応用）コツは、積み木は厚さがありますが、厚さはは、積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？は厚さがありますが、厚さはさがありますが、厚さがありますが、厚さはさは 0 とします（もバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっの応用）すごく薄い）そして重さは作用点に集まってい）そして重さは作用点からの距離）に少しずつずらしながら、積んだことがありますか？集まってまって
いルとします。（質点と考える）とします。（質点からの距離）と考えてみたいと思いまえる）

積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？が 2段の応用）とき
上の方に積み上げていの応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）真ん中が下の積み木の右端にん中が下の積み木の右端にが下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）右端からに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？

くるように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？置けばよいので、けばよいの応用）で、 x1=
1
2

積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？が 3段の応用）とき
上の方に積み上げていから 1個目と 2個目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？はそれぞれ
1つの応用）質点からの距離）と見ます。すると右図下のようになります。ます。すると右図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）ように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？なります。
（右側の●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点がの応用）●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点が点からの距離）が一番上の方に積み上げていの応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）質点からの距離）で、左側の●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点がの応用）●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点が点からの距離）が
上の方に積み上げていから 2番目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）質点からの距離）、真ん中が下の積み木の右端にん中が下の積み木の右端にの応用）▲点が支点）点からの距離）が支点からの距離））
重心のつり合いです。今の場合は一番下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）右端からに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？あればよいの応用）で
次の方程式が成り立つ。の応用）方程式が成り立つ。が成り立つ。り立つ。つ。

1×x2=(12−x2)×1
これより、 x2=

1
4
となる。



積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？が 4段の応用）とき
上の方に積み上げていから 1個目と 2個目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？まとめて１つとみ木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？なし
1つの応用）質点からの距離）と見ます。すると右図下のようになります。ます。そして上の方に積み上げていから 3番目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？は
1つの応用）質点からの距離）と見ます。すると右図下のようになります。ます。すると右図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）ように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？なります。
（右側の●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点がの応用）●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点が点からの距離）が上の方に積み上げていから 1個目と 2個目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）質点からの距離）
左側の●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点がの応用）●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点が点からの距離）が上の方に積み上げていから 3番目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）質点からの距離）、
真ん中が下の積み木の右端にん中が下の積み木の右端にの応用）▲点が支点）点からの距離）が支点からの距離））

重心のつり合いです。今の場合は一番下の図のように少しずつずらしながら、積んだことがありますか？の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）右端からに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？あればよいの応用）で
次の方程式が成り立つ。の応用）方程式が成り立つ。が成り立つ。り立つ。つ。

2×x3=(12−x3)×1
これより、 x3=

1
6
となる。

一般に、積み木がに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？、積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？が n段の応用）とき
上の方に積み上げていから 1個目と n-1個目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？まとめて１つとみ木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？なし
1つの応用）質点からの距離）と見ます。すると右図下のようになります。ます。そして上の方に積み上げていから n番目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？は
1つの応用）質点からの距離）と見ます。すると右図下のようになります。ます。
（右側の●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点がの応用）●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点が点からの距離）が上の方に積み上げていから 1個目から n-2個目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）質点からの距離）
左側の●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点がの応用）●点が一番上の積み木の質点で、左側の●点が点からの距離）が上の方に積み上げていから n-1番目の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？の応用）質点からの距離）、真ん中が下の積み木の右端にん中が下の積み木の右端にの応用）▲点が支点）点からの距離）が支点からの距離））
すると同様にしてに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？して

(n−2)×xn−1=(12−xn−1)×1 これより、 xn−1=
1

2(n−1)
となる。

以上の方に積み上げていの応用）ことから、積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？ n段積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？んだとき、はり出すことができると思いますか？以下ではこれについて考えてみたいと思いましの応用）長さまではり出すことができると思いますか？以下ではこれについて考えてみたいと思いまさは
1
2
+ 1
4
+ 1
6
+⋯+ 1

2(n−1)
となる。

ここで教科書の不等式を思い出すと、の応用）不等式が成り立つ。を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？思います。それではうまくバランスをたもっい出すことができると思いますか？以下ではこれについて考えてみたいと思いますと、 1+1
2
+ 1
3
+ 1
4
+⋯+ 1

n
> log(n+1) でした。

ゆえに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？、 lim
n→∞(12+ 14 + 1

6
+⋯+ 1

2(n−1))=∞ であるから、無限にはり出すことができるということがわかりましに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？はり出すことができると思いますか？以下ではこれについて考えてみたいと思いますことができるということがわかりまし

た。

それではどの応用）くらいの応用）数が必要になるのか、計算してみましょう。に少しずつずらしながら、積んだことがありますか？なるの応用）か、計算は、（支点からの距離）してみ木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？ましょう。

表すことができます。計算は、（支点からの距離）ソフトで計算したところ、で計算は、（支点からの距離）したところ、5mmはり出すことができると思いますか？以下ではこれについて考えてみたいと思いますために少しずつずらしながら、積んだことがありますか？は、12367個の応用）積み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？み木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？木を少しずつずらして、どれだけはりだすことができるだろうか？が必要になるのか、計算してみましょう。であるとの応用）ことです。
無限にはり出すことができるということがわかりましに少しずつずらしながら、積んだことがありますか？伸ばすことができるとは言っても、発散のスピードはかなり遅いということがわかります。ばすことができるとは言っても、発散のスピードはかなり遅いということがわかります。ってもバランスが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっ、発散のスピードはかなり遅いということがわかります。の応用）スが崩れると倒れてしまうことは想像がつくと思います。それではうまくバランスをたもっピードはかなり遅いということがわかります。はかなり遅いということがわかります。いということがわかります。


